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徳川慶喜書「楽天理」扁額

(江原素六関係史料 。遺品D-12)
3階展示室 江原邸内に常設展示中

天理を楽 しむとは、天地自然の道理を楽 しむということで、人生を否定的に考えること

なく楽観することである。慶喜は「楽天理」の文字を落款 としても用いているが、維新後
の長い隠遁生活の心境を象徴 していると言える。江原素六は明治44年 (1911)に 宗家徳川

家達家の家政相談役 となるなど、 1日 主徳川家との関係は浅 くなかったが、徳川慶喜家との

関係については不明で、この額の由来 もよくわからない。

し

シ
リ
ー
ズ

沼
津
兵
学
校
と
そ
の
人
材

＼
／

ヽ
０
０
／

％

＼

実
現
し
な
か
っ
た

箱
館
戦
争
へ
の
出
兵

明
治
元
年

（
一
八
六
八
）
十

一
月
、
政
府

か
ら
静
岡
藩

（駿
河
府
中
藩
）
主
徳
川
亀
之

助

（家
達
）
に
対
し
て
恐
る
べ
き
命
令
が
下

さ
れ
た
。
箱
館
五
稜
郭
に
立
て
こ
も

っ
た
榎

本
武
場
ら
旧
幕
府
脱
走
軍
を
討
伐
せ
よ
と
い

う
の
で
あ
る
。
命
令
書
の
文
面
に
は

「格
別

ノ
叡
慮
ヲ
以
、
其
方
工
征
討
被
　
仰
付
候
事
」

と
あ

っ
た
。
徳
川
の
旧
臣
た
ち
を
徳
川
家
自

ら
に
攻
撃
さ
せ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

こ
の
命
令
を
受
け

「恐
愕
」
し
、
「
日
夜

痛
心
」
し
た
静
岡
藩
側
で
は
、
家
達
の
後
見

人
を
つ
と
め
て
い
た
元
津
山
藩
主
松
平
確
堂

が
代
表
し
、
家
達
は
幼
弱
で
あ
り
自
ら
戦
地

に
赴
く
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
、
勘
弁
し
て

ほ
し
い
と
政
府
に
願
い
出
た
。
そ
の
代
わ
り
、

謹
慣
中
の
前
将
軍
徳
川
慶
喜
の
処
分
を
解
い

て
も
ら
え
ば
、
慶
喜
に
軍
を
率
い
さ
せ
箱
館

討
伐
に
向
か
わ
せ
た
い
と
い
う
、
代
案
を
提

示
し
、
嘆
願
し
た
。
こ
の
嘆
願
は
勝
海
舟
が

大
久
保
利
通
の
支
援
を
得
て
画
策
し
た
も
の

ら
し
い
。
勝
は
十

一
月
十

一
日
か
ら
二
十
六

日
ま
で
東
京
に
滞
在
、
三
条
実
美
や
岩
倉
具
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美
ら
と
も
面
会
し
、
慶
喜
赦
免
に
つ
い

て
奔
走
し
て
い
た
。

政
府
部
内
で
は
、
こ
の
静
岡
藩
側
の

逆
提
案
を
検
討
し
た
ら
し
い
が
、
結
局

慶
喜
の
謹
慣
解
除

・
箱
館
出
張
の
件
は

許
可
さ
れ
ず
、
同
月
、
松
平
確
堂
に
対

し
て
徳
川
民
部
大
輔

（昭
武
）
を
出
張

さ
せ
る
べ
し
と
い
う
新
た
な
命
令
が
言

い
渡
さ
れ
た
。

つ
ま
り
、
慶
喜
の
弟
で

あ
る
徳
川
昭
武
を
箱
館
追
討
軍
の
大
将

と
し
て
派
遣
せ
よ
と
い
う
の
で
あ
る
。

昭
武
は
そ
の
月
、
フ
ラ
ン
ス
留
学
か
ら

帰
国
し
た
ば
か
り
で
あ

っ
た
。

静
岡
藩
内
で
は
、
十

一
月
十
日
に
左

の
よ
う
な
命
令
が
伝
達
さ
れ
た
。

①
　
　
　
　
　
　
　
　
河
田
貫
之
助

箱
館

工
兵
隊
差
出
候
様
被
　
仰
出
候

二
付
、
其
方
儀
、
為
総
括
被
差
遣
候

間
、
得
其
意
、
諸
事
差
図
可
被
致
候

②
　
　
　
　
　
　
　
　
阿
部
邦
之
助

藤
沢
長
太
郎

江
原
三
介

別
紙
ノ
通
、
従
　
朝
廷
被
　
仰
出
候

間
、
被
得
其
意
、
式
大
隊
ノ
兵
迅
速

臣
ハ　
　
用
意
致
シ
、
調
次
第
出
張
可
為
致
候
、

岬
　
　
尤
河
田
貫
之
助
為
総
括
被
差
遣
候
、

諸
事
差
図
ヲ
請
候
様
、
可
被
中
渡
候

一
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
天
野
民
七
郎

男
谷
勝

．
郎

箱
館
表

工
兵
隊
差
出
候
様
　
被
仰
出

候

二
付
、
其
方
共
儀
、
被
差
遣
候
間
、

`ヽ レ

早
く
そ
れ
が
現
実
の
も
の
と
な
ろ
う
と

は
当
事
者
も
考
え
て
い
な
か
っ
た
で
あ

ろ
う
。
出
兵
す
る
兵
士
二
大
隊
が
ど
こ

で
ど
の
よ
う
に
選
抜
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
て
い
た
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
陸
軍

関
係
者
が
多
く
移
住
し
て
い
た
沼
津
が

そ
の
有
力
な
候
補
地
で
あ

っ
た
こ
と
は

間
違
い
な
い
。
兵
学
校
の
教
授

・
生
徒

の
予
定
者
の
多
く
が
従
軍
を
命
じ
ら
れ

た
か
も
し
れ
な
い
の
で
あ
る
。

し
か
し
結
局
、
こ
の
箱
館
出
兵
命
令

は
実
行
さ
れ
な
か
っ
た
。
何
ら
か
の
理

由
で
政
府
の
方
針
が
変
わ

っ
た
の
で
あ

る
。
旧
幕
臣
同
志
に
よ
る
相
討
ち
は
回

避
さ
れ
、
戦
場
で
肉
親
が
殺
し
会
う
悲

劇
も
起
こ
ら
な
か
っ
た
。
ま
た
、
出
兵

が
行
わ
れ
て
い
た
ら
沼
津
兵
学
校
は
開

校
で
き
な
か
っ
た
か
も
し
れ
ず
、
た
と

え
開
校
し
た
と
し
て
も
大
幅
に
遅
れ
た

の
で
は
な
い
か
と
予
想
さ
れ
る
。
し
か

し
、
そ
の
後
の
現
実
は
、
む
し
ろ
箱
館

降
伏
者
さ
え
も
取
り
込
み
、
沼
津
兵
学

校
は
隆
盛
を
迎
え
る
こ
と
に
な

っ
た
の

で
あ
る
。

〈参
考
文
献
〉
『明
治
初
期
静
岡
県
史

料
』
第
五
巻

（六
～
八
頁
）
、
『勝
海
舟

全
集

１９
』
、
『大
久
保
利
通
日
記

一
』
、

松
浦
玲

『徳
川
慶
喜
　
増
補
版
』

品川沖を出帆 し蝦夷地へ向かう榎本艦隊

(『正智遺稿』 より)
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諸
事
河
田
貫
之
助
申
合
、
不
都
合
無

之
様
、
可
被
致
候

①
は
、
河
田
熙

（貫
之
助
）
に
対
し

て
箱
館

へ
の
出
兵
軍
の
総
括
を
命
じ
る

と
い
う
も
の
。
河
田
は
大
日
付
の
職
に

あ
り
、
後
に
は
少
参
事

。
学
校
掛
に
な

っ
た
人
で
あ
る
。

②
は
、
箱
館
出
兵
の
た
め
二
大
隊
の

兵
を
急
い
で
用
意
せ
よ
と
い
う
も
の
で

あ
り
、
当
時
、
沼
津
兵
学
校
の
開
設
準

備
に
あ
た
っ
て
い
た
陸
軍
御
用
重
立
取

扱
阿
部
潜

・
藤
沢
次
謙

。
江
原
素
六
の

三
名
に
下
さ
れ
た
命
令
で
あ
る
。

③
は
、
河
田
と
と
も
に
箱
館

へ
の
出

張
を
命
じ
る
と
い
う
、
御
日
付
天
野
民

七
郎

（後
沼
津
勤
番
組
之
頭
並
）
、
御

日
付
助
男
谷
忠
友

（勝
二
郎
、
後
島
田

最
寄
権
少
参
事
）
に
対
す
る
指
令
で
あ

る
。沼

津
で
は
、
先
月
十
月
か
ら
兵
学
校

教
授
陣
の
任
命
や
生
徒
の
指
名
が
開
始

さ
れ
て
い
た
。
ま
さ
に
、
開
校
準
備
真

っ
最
中
の
時
期
で
あ
る
。

す
で
に
公
布
さ
れ
て
い
た

「陸
軍
解

兵
御
仕
方
書
」
で
は
、
沼
津
兵
学
校
に

お
け
る
教
授

・
生
徒
は
、
戦
時
に
際
し

て
は
士
官
と
し
て
従
軍
す
る
こ
と
が
明

記
さ
れ
て
い
た
が
、
ま
さ
か
こ
ん
な
に

し
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去
る
二
月
二
十
日
、
沼
津
市
大
手
町

の
歩
道
に
沼
津
兵
学
校
附
属
小
学
校
跡

の
記
念
碑
が
建
立
さ
れ
、
除
幕
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
同
碑
は
香
陵
ラ
イ
オ
ン

ズ
ク
ラ
ブ
に
よ

っ
て
建
設
さ
れ
沼
津
市

に
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ

っ
て
、
明
治
か
ら
戦
前
期

に
建
て
ら
れ
た
沼
津
兵
学
校
の
記
念
碑

。
址
碑
に
加
え
、
附
属
小
学
校
に
つ
い

て
も
そ
の
位
置
が
示
さ
れ
顕
彰
さ
れ
る

こ
と
に
な

っ
た
わ
け
で
す
。
日
本
最
初

の
小
学
校
跡
地
で
あ
り
、
沼
津
市
の
新

た
な
史
跡
と
な
る
こ
と
で
し
よ
う
。

題
字
は
斎
藤
衛
沼
津
市
長
、
碑
文
は

国
士
館
大
学
教
授
で
当
館
の
協
議
会
委

員
で
も
あ
る
四
方

一
称
氏
に
よ
る
も
の

で
、
文
面
は
下
記
の
通
り
で
す
。

日
本
の
近
代
的
小
学
校
発
祥
の
地

幕
末
維
新
の
動
乱
の
中
、
静
岡
藩
は
沼

津
に
、
当
時
の
わ
が
国
最
高
の
教
育

・

文
化
の
粋
沼
津
兵
学
校
を
開
設
し
た
。

明
治
元
年
設
立
さ
れ
た
兵
学
校
附
属
小

学
校
は
代
戯
館
に
端
を
発
し
、
士
族
平

民
の
利
な
く
入
学
を
許
し
、
洋
算

・
地

歩道側

ヽ _

し
車道側

理
な
ど
新
時
代
の
教
科
や
教
授
法
を
採

り
入
れ
た
わ
が
国
最
初
の
近
代
的
小
学

校
で
あ
る
。
校
地
の
移
転
拡
張
が
つ
づ

い
た
が
明
治
二
年
、
沼
津
城
西
の
外
堀

に
面
し
て
赤
松
大
二
部
設
計
に
な
る
宏

壮
な
狡
合
が
建
て
ら
れ
た
。
沼
津
市
立

第

一
小
学
校
は
そ
の
伝
統
を
受
け
継
ぐ

も
の
で
あ
る
。

平
成
十
年
二
月
　
四
方

一
滸
撰
文

去
る
二
月

一
日
か
ら
二
十

一
日
の
開

期
で
、
企
画
展

「本
の
ぬ
ま
づ
人
物
誌

―
館
蔵

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
紹
介
―
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
館
が
開
館
以
来

収
集

（購
入
）
し
て
き
た
、
沼
津
兵
学

校
や
静
岡
学
問
所
の
教
授

・
生
徒
の
著

作
、
沼
津
藩
士
出
身
者
の
著
作
、
近
世

。
近
代
の
沼
津
の
人
物
の
著
作
な
ど
、

郷
土
ゆ
か
り
の
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
和

装
本

・
洋
装
本
を
展
示
し
ま
し
た
。
当

館
の
日
常
的
な
資
料
収
集
活
動
の
中
間

報
告
で
も
あ
り
ま
す
。

企
画
展
に
合
わ
せ
図
録
を
刊
行
し
ま

し
た
。
中
に
は
当
館
所
蔵
の
書
籍
資
料

-3-

JL
JR,召

中
央

ガ

ー

ド

西武百貨店

本 館

西武百貨店

新 館
マ
ル
サ

ン

仲
見
世
商
店
街

デ

バ

ー

ト
新
聞
舗 城

岡
神
社

の碑

今回建てられた

沼津兵学校

附属小学校跡

沼
津
ボ
ウ
ル
ビ
ル

沼津兵学校

記念碑と

沼津兵学校

址碑

お

知

ら

せ
．欄

・・
　

‐
一
―
●
・●
●
―
―
・
一
―
―
―
・
―
一
¨
―
・
●
●
■

「

●
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目
録
も
収
録
し
て
お
り
、
館
蔵

コ
レ
ク

シ
ョ
ン
の
全
貌
を
初
め
て
公
開
す
る
内

容
と
な

っ
て
い
ま
す
。
五
二
頁
、
内
カ

ラ
ー
四
頁
。
頒
価

一
〇
〇
〇
円
、
送
料

二
四
〇
円
。

一
九
八
六
年
に
刊
行
し
ま
し
た
図
録

『沼
津
兵
学
校
』
は
、
そ
の
後
売
り
切

れ
て
し
ま

っ
て
い
ま
し
た
が
、
今
回
増

刷
を
し
ま
し
た
。
写
真
と
文
章
に
よ
る

沼
津
兵
学
校
に
関
す
る
概
説
書
と
も
い

う
べ
き
内
容
で
す
。
こ
の
機
会
に
お
求

め
下
さ
い
。
六
三
頁
。
頒
価

一
〇
〇
〇

円
、
送
料
二
四
〇
円
。

史
料
目
録
２１

『本
町
清
水
家

。
間
宮

家
文
書
目
録
』
（Ｂ
５
版
、

一
三
八
頁
、

頒
価

一
〇
〇
〇
円
）
、

２２

『三
津
金
指

家

。
木
負
相
磯
家
文
書
目
録
』

（Ｂ
５

版
、
九
四
頁
、
頒
価
八
〇
〇
円
）
。

い

ず
れ
も
当
館
で
収
蔵
し
て
い
る
文
書
資

料
の
目
録
で
す
。
検
索
に
ご
利
用
下
さ

人
物
履
歴
集
成
」
、
瀬
川
裕
市

郎

「北
屋
敷
式
土
器
の
胎
土
分

析
」
、
小
畑
み
つ
子

「片
浜
地

区
の
石
造
物
」

休
館
日
は
４
月
２７
日

（月
）
、

２８
日

（火
）、
３０
日
（本
）、
５
月
６
日
（水
）
で
す
。

こ
れ
以
外
の
日
は
開
館
し
て
い
ま
す
。

５
月
１９
日
（火
）
は
、
江
原
素
六
の
墓

前
で
記
念
祭
が
開
か
れ
ま
す
。
当
館
で

は
展
示
室
を
無
料
開
放
し
ま
す
。

沼
津
兵
学
校
出
身
渡
瀬
昌
邦

。
寅
次

郎

・
庄
二
郎
兄
弟
関
係
写
真
資
料

（渡

瀬
雅
子
氏
よ
り
）
、
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ

ア
万
博
出
品
英
文
日
本
教
育
史

（正
木

み
ち
氏
）
、
沼
津
兵
学
校
教
授
乙
骨
大

郎
乙
書
軸
他

（永
井
菊
枝
氏
）
、
明
治

八
年
沼
津
宗
門
事
件
綴
（鈴
木
敏
氏
）
、

和
本

（青
木
健
彦
氏
）
、
古
書

・
古
写

真
（石
井
種
生
氏
）
、
和
本
（磯
崎
剛
氏
）
、

徳
富
蘇
峰
書
軸

（山
村
和
子
氏
）
、
沼

津
兵
学
校
教
授
揖
斐
章
写
真
他

（揖
斐

暢
氏
）、
沼
津
兵
学
校
生
徒
仙
波
種
艶

写
真
（仙
波
昌
枝
氏
）
、
関
東
大
震
災
写

真

（梅
沢
さ
と
こ
氏
）
、
真
野
文
二
著

書

（後
藤
寿
直
氏
）
、
沼
津
空
襲
で
穴

ヽ

が
あ
い
た
壁

（青
木
柳
雄
氏
）
、
金
岡

地
区
新
幹
線
送
電
線
関
係
文
書

（野
崎

権
次
氏
）
。

『静
岡
県
史
通
史
編
４
近
世
二
』
、

『図
説
静
岡
県
史
』
、
前
林
孝

一
良

『徳
川
慶
喜
―
静
岡
の
３０
年
』、
内
田

儀
久

『明
治
に
生
き
た
佐
倉
藩
ゆ
か
り

の
人
々
』
、
『静
岡
新
聞
』
「あ
の
逸
品

こ
の
逸
品
」
欄
、
富
士
市
立
博
物
館

『夢
を
紡
い
だ
時
代
』
、
『明
治
建
白
書

集
成
』
第
７
巻

（筑
摩
書
房
）
、
『近
世

の
佐
倉
』

（佐
倉
市
）
、

『天
保
期
の

印
椿
沼
堀
割
普
請
』
（千
葉
市
）ヒ

く
鈴
木
敏
氏
よ
り
寄
贈
さ
れ
た
明
治
８
年

沼
津

。
松
長
カ
ト
リ
ッ
ク
事
件
関
係
綴

沼
津
税
務
署

「税
金
展
」
（１０
月
）
、

静
岡
平
和
資
料
セ
ン
タ
ー

「戦
争
と
こ

ど
も
」
展

（１０
月
～
３
月
）、
沼
津
市

立
図
書
館

（８
月
）

沼
津
市
明
治
史
料
館
通
信
　
第
５３
号

獅
篠

沼
津

市

明
治
史

料
館

〒
４１０
‐

００５‐
沼
津
市
西
熊
堂
三
七
二
―
上

電
　
話

〇
五
五
九
‐
二
三
‐
三
二
二
五

Ｆ
Ａ
Ｘ

Ｏ
五
五
九
‐
二
五
‐
三
〇

一
八

体
裁

頒
価

内
容

Ｂ
５
版
、

一
〇
二
頁

一
〇
〇
〇
円

樋
日
雄
彦

「
沼
津
兵
学
校
関
係

▲渡瀬雅子氏より寄贈された渡瀬 3兄弟・沼津兵学

校出身者の写真
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